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金 … 木 … “だ錘…よ…り

金
木
町
長
卜
年
後
の
兇
迦

大
橋
忠
勝
鵬
騨
眺

昭
和
五
十
菰
年
元
旦
を
迎
え
い
年
で
あ
り
ま

る
に
当
た
り
、
金
木
町
と
町
雌
す
。
ス
テ
ビ
ア
ハ
ト
ム
ギ
・
ア

に
と
っ
て
恵
み
深
い
年
で
あ
り
ル
ポ
リ
オ
の
試
作
、
特
産
物
の

ま
す
よ
う
、
識
ん
で
お
祈
り
叩
開
発
が
必
喫
で
あ
り
、
少
な
く

し
ｋ
げ
ま
す
。
と
も
八
卜
し
年
璽
以
鎌
の
馴
叫

辞
ル
ポ
リ
オ
の
試
作
、
特
産
物
の

開
発
が
必
喫
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
而
十
し
年
座
以
降
の
削
洲

減
反
数
咄
油
化
の
兄
迪
し
こ
そ

大
聯
で
あ
り
ま
す
。

商
正
業
に
於
て
は
屯
袖
将
及

率
．
純
牝
旅
額
呼
に
、
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
、
特
に
雌
投
製

造
に
係
わ
る
蛎
業
所
数
両
三
卜

肛
堆
に
係
わ
る
蛎
業
所
数
七
ト

ー
は
、
共
に
雌
ド
全
町
村
中
随

一
の
現
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
ｔ
は
、
い
よ
い
よ
災
期
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
時
代
を
迎
え

對
町
商
正
業
が
養
縮
せ
ぬ
よ
う

強
力
で
打
効
な
施
策
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

｜
、
年
間
刀
叩
位
の
外
米
存
を

迎
え
る
淵
町
は
、
「
太
宰
の
町

さ
て
、
艘
業

に
と
っ
て
、
米

づ
く
り
に
希
馴

が
持
て
な
く
な

っ
た
現
在
、
洲

町
は
今
後
の
川

政
の
歩
む
方
向

を
膿
り
な
く
察

知
し
、
今
こ
そ●

・
洲
采
の
あ
る
観
光
の
町
」
づ

く
り
が
必
弧
で
あ
り
ま
す
。

①
「
ば
ん
え
い
競
馬
場
」
造
成

初
年
度
。
沿
道
の
叫
道
「
行
森

～
金
水
道
」
舗
装
化
陳
怖
。

②
芦
野
公
剛
雛
備
Ｉ
ｌ
去
る
ト

ー
川
三
川
杣
解
成
立
、
悶
内
腓

住
荷
余
風
の
立
退
き
が
決
定
し

た
が
、
今
後
二
ヵ
年
汁
山
で
川

辺
椚
地
の
縦
伽
、
杣
棚
を
す
る
。

③
つ
り
橘
～
対
峠
～
「
あ
し
の

人
橋
」
～
在
の
川
脈
。
将
来
は

湖
峠
を
グ
ル
リ
一
周
、
桜
帷
水

の
遊
歩
適
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
遊

路
）
を
迪
す
。

の
励
物
別
の
侈
蛎
。
大
規
模
、

打
料
化
。

⑥
赤
坂
～
湯
の
川
バ
イ
パ
ス
を

陳
枯
す
る
年
。
川
道
で
ユ
分
さ

れ
て
い
る
現
公
剛
を
一
剛
化
す

る
。

⑥
あ
ら
ゆ
る
必
喫
道
の
舗
装
を

尤
了
す
る
年
。

⑦
町
民
挙
げ
て
、
喪
の
川
陳
御

篭
の
新
築
を
火
現
す
る
年
。

③
次
の
観
光
ル
ー
ト
の
硴
立
を

期
し
、
施
設
允
火
に
努
め
る
。

仙
競
賜
場
～
観
光
牧
場
～
湯

の
沢
冷
泉
～
小
川
川
ダ
ム

ロ
渋
好
公
剛
～
擬
の
川
陳
～

杣
物
削
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
）
～
人
、
僻
（
山

の
家
）

⑨
全
刷
打
数
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー

場
と
し
て
、
辮
瀬
ス
キ
ー
場
の

底
部
、
対
山
の
Ⅸ
猟
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
雛
伽
。

二
、
救
介
熱
心
な
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
。

⑩
弘
人
腱
学
部
川
地
返
還
典
体

化
の
年
。
望
十
九
町
歩
に
金
木

中
学
校
述
投
の
他
、
迎
勤
公
削
、

川
趾
憩
の
森
、
雌
設
汁
川
。

⑪
第
三
保
介
所
、
川
、
小
学
校

給
食
施
設
の
新
築
。

⑫
職
業
訓
練
所
拡
允
へ
の
助
成
。

⑬
芦
野
グ
ラ
ン
ド
の
確
伽
。

⑭
遮
断
機
投
慨
・
屯
椛
移
転
群

交
迪
蛎
故
か
ら
、
無
死
行
一
下

川
の
悲
願
達
成
す
る
。

⑮
老
人
ホ
ー
ム
、
柴
会
所
の
新

築
、
袖
修
。

⑯
商
工
会
餅
雌
投
へ
の
助
成
。

⑰
金
木
瓶
院
新
築
初
年
度
。

⑱
消
防
将
の
移
極
新
築
。

⑲
ゴ
ミ
総
て
場
（
火
葬
場
）
の

柊
転
、
新
投
。

⑳
鴫
而
橘
、
神
川
橘
の
改
築
初

年
度
。

●
金
木
町
議
会
縦
幽
は
、
こ
の

．
｝
川
↓
一
十
九
Ⅱ
を
も
っ
て
任
期

淌
了
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
う
選

挙
は
．
〃
川
川
に
門
、
小
さ
れ
、

二
川
’
一
Ｈ
が
投
票
Ｈ
と
な
り

ま
す
。不

在
荷
投
禦
は
、
↓
・
川
山
川

よ
り
一
川
ｌ
川
ま
で
、
午
前
八

時
二
卜
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
・

川
嫁
ぎ
な
ど
で
町
を
離
れ
て

い
る
方
が
か
な
り
お
り
ま
す
の

で
、
不
在
行
投
票
を
利
川
し
て

必
ず
投
票
し
て
卜
さ
い
。
川
此

み
な
さ
ん
の
版
を
町
政
に
Ⅸ
映

さ
せ
る
た
め
の
代
炎
尚
を
遊
ぶ

人
椛
な
選
挙
で
す
。
一
人
の
蛇

椛
尚
も
出
な
い
よ
う
余
幽
が
投

蛎
し
て
卜
さ
い
。

ま
た
、
川
嫁
ぎ
先
で
ｆ
在
荷

投
蛎
を
す
る
た
め
の
術
求
は
、

な
る
べ
く
本
人
ま
た
は
家
族
の

２
月
Ⅷ
日
投
票
日

不
在
者
投
票
は二

月
四
日
か
ら

町
議
会
議
員
選
挙

荷
が
行
い
、
投
票
荷
の
倣
所
を

は
っ
き
り
と
碓
偲
し
て
か
ら
選

挙
椅
瑚
委
幽
会
へ
提
川
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

今
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｌ
、
１
Ｊ
１
１
１
１
４
口
１
Ｌ
毎
《
勺
二
・
や
－
．
４
１
Ｊ

》
川
仙
Ⅳ
乞
椚
Ｊ
１
↓
ｎ
Ｊ
↑
ｊ

八
Ⅱ
執
行
の
町
議
会
縦
幽
選
挙

で
は
、
投
票
総
数
九
Ｆ
、
’
八

栗
、
投
票
率
九
十
・
・
・
八
六
％

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

ｒ
川
、
卜
八
票
が
不
在
群
投
票

に
よ
り
投
禦
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
埴
被
で
硝
求
さ
れ

た
も
の
も
ハ
ト
枚
以
化
も
あ
り

悌
務
に
混
乱
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

轡
卜
さ
い
。
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……金…木…だ…よ…り

町
議
会
議
長

野
宮
雄
造

昭
和
五
十
五
年
の
年
頭
に
当
の
意
を

た
り
、
金
木
町
議
会
を
代
表
し
す
。

ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

か
え

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
産
油
国

民
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
よ
り

和55年ロ
I

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

こ
に
希
削
に
あ
ふ
れ
た
新
存
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
町
雌
各
位

の
ご
浦
柵
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り

お
祈
り
巾
し
収
げ
ま
す
。

昭
杣
弧
十
・
生
一
・
川
縦
腿
就

柾
以
来
鼎
や
山
年
を
綿
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

間
縦
幽
一
Ｍ
微
力
な
が
ら
、
円

洲
な
瀧
公
通
常
と
町
政
発
峻
の

た
め
、
誠
心
誠
意
、
懸
命
の
努

力
を
傾
注
し
て
参
っ
た
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
、
大
過
な
く
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
各
位
の

、

ご
支
援
と
ご
協

一

刀
の
賜
で
あ
る

一
と
狸
と
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

か
え
り
み
ま
す
と
、
昨
年
は

産
油
国
の
原
油
輸
出
引
締
め
に

よ
り
、
石
油
価
絡
が
暴
騰
し
関

連
製
品
が
値
上

が
り
す
る
な
ど

国
民
に
と
っ
て

は
、
ま
す
ま
す

苦
し
い
生
活
を

強
い
ら
れ
る
躯

態
に
明
け
葬
れ
、

ま
た
、
十
月
に ●

は
、
衆
縦
院
の
解
散
に
よ
る
総

選
挙
が
耐
わ
れ
た
も
の
の
、
細

閣
に
一
力
川
も
の
Ⅲ
数
を
唆
し

よ
う
や
く
川
会
が
附
か
れ
る
と

と
い
う
慌
し
い
年
で
あ
り
ま
し

た
。
わ
が
町
と
し
て
は
、
Ｉ
川

に
発
惟
し
た
台
幽
・
ト
リ
に
よ

り
一
部
リ
ン
ゴ
に
被
押
が
あ
っ

た
も
の
の
水
稲
を
姑
め
と
す
る

腱
作
物
は
ま
ず
ま
ず
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
我
が
町

の
疵
な
る
伽
業
を
列
挙
し
ま
す

と
、
継
統
小
柴
の
統
合
小
学
校

新
築
正
蛎
、
腱
免
腱
適
確
備
蛎

業
等
が
あ
り
、
ま
た
新
規
砿
業

と
し
て
、
老
人
柵
祉
セ
ン
タ
ー

雌
設
蛎
業
、
声
野
公
剛
の
つ
り
橘

架
設
正
轆
等
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
川
向
甕
の
川
原
付
近
に
雌

設
さ
れ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
我
が
町
が
待
望
久
し
か
っ
た

洲
泉
が
溺
州
、
温
度
は
二
十
八

度
と
や
や
低
め
な
も
の
の
一
分

間
に
四
百
十
九
リ
ッ
ト
ル
も
噴

〆
－
↓

川
し
水
飛
は
十
分
。
成
分
も
弱

ア
ル
カ
リ
性
で
特
に
神
経
痂
、

リ
ュ
ウ
マ
チ
な
ど
に
効
果
が
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
、
町
内
二
千

人
余
の
お
年
寄
り
達
が
そ
の
完

成
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
お

ら
れ
る
郡
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
も
の

と
し
て
ば
ん
え
い
競
賜
蛎
紫
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
附

僻
さ
れ
ま
す
と
、
淵
地
力
の
帝

巌
振
興
そ
し
て
川
稼
ぎ
解
淌
の

一
助
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
ｎ
滴
体
は

名
災
と
も
に
内
政
の
要
と
な
っ

て
蝋
か
な
地
域
祉
会
の
雌
設
に

取
り
組
み
、
八
卜
年
代
と
い
わ

れ
て
い
る
斬
し
い
年
に
向
か
っ

て
が
逃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
作
じ
ま
す
と
比
に
縦
決
機
間

た
る
我
々
町
砿
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
本
年
も
ま
た
終
始
公

旺
に
町
趾
の
侭
託
に
応
え
、
町

政
の
諾
川
越
を
恢
坂
に
稀
砿
し

町
民
各
位
の
ご
期
待
に
添
う
よ

う
努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す

ど
う
か
町
此
の
將
様
の
洲
か

い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
師
い
申
し
ｔ
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

●
州
リ
税
の
叩
門
は
・
・
川
一
川

か
ら
、
所
〃
税
の
確
定
巾
門
は

，
一
川
Ｉ
Ｌ
ハ
川
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受

付
け
が
飴
ま
り
、
ど
ち
ら
も
一
．

川
十
八
川
が
期
限
で
す
。
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
群
は

火
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
巾
小
Ⅱ

は
で
き
る
だ
け
い
く
済
ま
せ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所
符
税
の
雌
庄
川
杵
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

①
蛎
業
を
し
て
い
る
人
な
ど
で

昭
杣
九
十
四
年
中
の
所
伴
の
合

計
額
が
轆
礎
搾
除
な
ど
の
所
押

控
除
の
合
叶
加
よ
り
多
い
人
、

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
二
カ
所

以
上
か
ら
給
リ
を
受
け
て
い
る

人
や
給
与
以
外
の
所
伴
が
・
・
卜

二
川
一
川
現
在
で
洲
介
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
洲
介
“
が
腱
家
を
洲
侮
に
行
き
ま
す
の
で

一
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
始
ま
る

税
コ
ー
ナ
‐
Ｉ

’
九
八
○
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

″
門
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。

ま
た
、
化
七
収
伴
搾
除
な
ど

で
逆
付
を
更
け
る
た
め
の
叩
門

は
、
一
川
か
ら
す
で
に
受
付
け

て
い
ま
す
。

叩
門
僻
を
沸
く
と
き
に
は
「

叩
門
杵
の
好
き
か
た
」
や
「
所

押
税
の
確
定
叩
門
の
ｆ
引
き
」

を
参
痔
に
し
て
、
叩
併
沖
の
・
・

伽
か
ら
記
入
す
れ
ば
棚
叩
で
す
。

岫
与
税
は
、
朏
杣
ハ
ト
川
年

巾
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産

の
価
緬
が
人
卜
″
円
を
超
え
る

場
合
は
叩
門
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
財
潅
の
評
価
額
な
ど

お
分
り
に
な
ら
な
い
点
は
、
股

寄
り
の
税
勝
群
や
税
務
机
縦
幸

に
お
鍬
ね
く
だ
さ
い
。

’→､､少

‘

－

一 一一一マーマ一一一一』■
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金…木…だ露…よ…り

野
桝
舵
（
伸
治
）
金
木
成
川
叩
型
（
孝
行
）
金
木
（
榊
州
岬
仁
一
州
萩
郎
冷
岫
岬

押
川
朋
美
（
界
）
斑
瀬
川
村
陽
子
（
他
沿
）
金
水

泉
谷
推
汗
（
英
治
）
川
、
平
山
泰
子
（
光
則
）
金
木
（
“
杣
山
秘
戸
一
暉
叩
一
蝿
前
岬

悴
楴
汕
卦
師
一
Ⅲ
柿
州
訓
知
榊
一
杣
謎
）
赫
榊
（
州
州
夕
池
エ
（
称
峨
惟
）
帷
哩
岬

黒
滝
山
衣
（
仙
一
）
金
木
成
川
陽
子
（
旺
幸
）
金
木
（
却
艸
真
獅
子
一
釧
蛎
）
赫
榊

陳
川
志
保
（
栄
之
進
）
藤
枝

－ご誕生－

おめでとう

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
へ
の
救
援

金
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
日

本
赤
十
字
金
木
分
Ⅸ
へ
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

○
伊
丸
岡
渋
五
郎
さ
ん（

三
万
円
）

○
金
木
町
迎
合
婦
人
会

町
の
話
題

（
十
一
川
分
） 曇

阿
部
芙
奈
子
（
昭
治
）
斑
瀬

川
Ⅱ
学
（
操
）
畔
川

鎌
川
樹
眼
（
孝
人
）
癖
瀬

今
さ
ゆ
り
（
武
美
）
点
良
巾

浅
瀬
布
太
（
浦
戯
）
金
木

苅
川
幸
子
（
康
雄
）
金
水

12力11
藤藤

"i;'i
了・行
へへ

綻良
II/{一
一一

金金

木木

一、

今''1
川

悦光
]'-lli

峨
州
雄
幟
一
州
拝
一
椎
岬
（
州
蛎
せ
唖
伽

郡
川
千
秋
奔
雪
Ｊ
逸
）
瀬
瀬

尼
野
文
則
（
川
次
）
金
木

刎
川
忠
祁
鈍
一
赫
唾
一
砕
良
仲
（
僻
柳
”
剛
一
吟
球
蛎
泓
鋤
仲

●
次
の
方
々
よ
り
歳
末
た
す
け

あ
い
箇
金
と
し
て
、
金
木
町
社

会
福
祉
協
縦
会
へ
寄
付
が
あ
り

（
十
四
万
三
千
門
両
円
）

○
金
木
町
民
生
委
貝
協
議
会

（
一
万
六
千
二
両
円
）

○
そ
の
他
（
三
千
六
両
七
円
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●

●
金
，
水
レ
モ
ン
ク
ラ
ブ
（
代
表

ま
し
た
。

○
伊
丸
岡
浅
五
郎
さ
ん（

二
万
円
）

○
金
木
南
中
学
校
一
年
生
一
Ｍ

（
二
万
血
両
二
十
八
円
）

○
金
木
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
一
Ⅲ

（
え
″
川
）

ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

－ご結婚－

おめでとう

（
十
一
川
分
）

（
文
太
郎
）
琉
瀬

（
雑
次
郎
）
小
皿

（
兼
太
郎
）
川
愈

（
恋
ご
八
所
巾

一
成
川
好
平
（
修
》
澗
古
雁
巾

〆
こ
渇
稚
子
（
滴
定
）
川
ｎ

（
咋
峪
岬
毬
一
鉦
吃
郎
袖
排
仲

（
匪
帷
邪
柵
瘤
誠
咋
利
む
羽

（
”
幟
癖
ト
ー
榊
叫
蛎
一
蹄
川
榊

一
棟
方
鐡
博
（
午
之
助
）
琉
瀬

一
秋
川
谷
美
恵
子
（
伽
）
（
所
巾

へ
外
崎
正
則
（
利
則
）
八
所
巾

一
古
川
払
子
（
イ
サ
ヲ
）
点
良
巾

（
鯉
幟
せ
丞
刈
一
健
脚
一
脚
吸
鋤

（
雌
怖
れ
唯
伽
一
幟
樅
一
拠
帥
岬

（
榊
州
耐
ト
ー
雌
ル
ー
僻
鋤
岬

（
岬
岬
流
惟
献
一
制
一
叩
）
艸
仲
州

（
州
仙
郷
作
一
雑
岬
一
峅
挫
岬

外
崎
応
さ
ん
）
か
ら
、
サ
ー
ビ

ス
デ
ー
で
祥
た
利
雑
の
中
よ
り

三
万
両
七
十
七
円
を
、
ま
た
、

沖
孵
佑
川
金
叩
（
後
藤
元
太
郎

邪
伽
歴
）
か
ら
は
三
十
川
年
肥

念
慨
堆
の
一
斑
と
し
て
、
〃
川

を
、
そ
れ
ぞ
れ
町
に
符
付
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
冊
祉
関
係
に
仙

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‘
● ヘ

杉
山
政
寛
（
良
雄
）
小
杣
木

一
興
瀬
久
災
子
（
諭
）
柵
岡
鼎

（
雌
州
峅
酬
燕
錘
醗
一
川
峅

へ
木
村
武
美
（
七
郎
）
巾
柚
木

一
連
山
瀧
子
（
初
子
）
寓
峪
卯

（
珂
鵬
峠
愁
一
蝿
彗
叫
一
岬
幽
州

（
糊
野
胱
砥
一
鑑
“
一
睡
“
岬

（
細
岬
い
轆
杢
如
諦
喧
訓
錆
川
岬

（
釧
岬
継
他
諦
織
一
癖
車
輌

（
蹄
確
イ
端
端
一
蔵
幟
一
榊
川
鋤

（
“
岬
恋
耐
是
舞
畦
“
一
殿
汕
柳

（
矧
峠
逹
叫
迄
密
斗
嘩
岬
一
碓
所
岬

（
紘
叫
秘
稚
一
秘
式
郷
一
鏥
酔
仲

町の人口と世帯数

|#"I人I1

111帯数3，920世帯
(S54.11.30現在）
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千金弘金『'1喜喜東金五
葉前里良良京所
県木市木町市市都木市

（
（
ト
ー
川
分
）
）

大
橘
秀
雄
（
師
）
金
木

角
川
フ
ミ
（
泥
）
金
木

川
小
美
代
剛
（
弱
）
金
水

、
川
あ
れ
（
“
）
川
愈

今
き
せ
（
鮨
）
喜
良
市

長
尼
多
巾
（
沼
）
金
木

奈
良
よ
れ
（
鈍
）
喜
良
巾

鎌
川
癖
子
（
犯
）
鋸
瀬

山
中
芳
巾
（
昭
）
端
瀬
一

阿
部
サ
ン
（
艶
）
中
柏
木

浅
瀬
禰
滴
吉
（
浦
）
金
木

低
法
谷
義
昭
（
竺
壺
、
良
巾
一

-おくやみ一
申しあげます

塁
’

一
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